
 1 

第６条関係 様式第１号 

2019年度 指定管理者導入施設評価表 

       

      

施設名称 須坂市勤労青少年ホーム 創造の家 所管課(TEL) 
文化スポーツ課

（3621） 

所在地 須坂市臥龍六丁目25番地１号 設置年月 1979年竣工 

施設設置目的 
勤労青少年および市民の学習、交流、余暇活動の場を提供することにより、

市民福祉の増進に資するため。 

施設概要・設備 

鉄筋コンクリート造 ２階建 延床面積  912.34㎡ 

軽運動室99㎡、料理実習室50㎡、音楽室45㎡、創造の家事務室17㎡、体育

協会事務室(相談室)28㎡、講習室80㎡、会議室45㎡、集会室(1)64㎡、集会

室(2)42㎡、談話ｺｰﾅｰ 

※ｽﾎﾟｰﾂ振興係事務室(図書室)35㎡は指定管理の対象外。 

指定管理者名（選定方式） 一般社団法人 須坂市スポーツ協会（公募しない） 

指定期間 2015年４月１日から2020年３月31日まで（５年間） 

指定管理者の主な業務 

(1) 施設の管理及び運営に関する業務 

(2) 施設等の維持管理に関すること 

(3) 利用料の徴収、減免及び還付に関する業務 

(4)勤労青少年の保護及び福祉の増進を図るため実施する事業に関する業  

務 

施設の利用状況 

利用区分等 利用目標 利用実績 対前年比（％） 

 利用者数 ― 10,329人 99.1 

        

        

 

指定管理者の 

予算及び決算 

項  目 予算額（円） 決算額（円） 

経常収益計 12,657,000 12,961,794 

うち事業収入 1,000,000 1,281,088 

うち指定管理料 5,939,000 5,989,080 

うち雑収入 60,000 83,441 

うち繰越金 0 416 

経常費用計 12,657,000 12,961,794 

うち管理費計 12,657,000 12,811,906 
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２ 市（担当課）による評価 （評価は非常に良い◎、良い○、やや悪い△、悪い×の４段階です。） 

協定書及び指定管理者の事業計画書の内容に基づいて、その水準が達成されているかを市が点
検・評価したものです。評価の手段は、実績報告書（毎月）及び事業報告書（年度終了時）の点
検並びに立入検査（随時）等によるものです。 

項目 指      標 評価 評価に対する説明 

管
理
状
況 

開館時間、休館日の運用 ○  

法令の遵守 ◎ 定款等により遵守している 

適正な人員配置 ○  

職員の労働環境確保 ○  

職員の研修・教育 ◎ 必要な研修は実施している 

文書・帳簿の管理保存 ○  

報告書等の提出 ○  

口座管理・経理 ◎ 適正に管理している 

施設の使用許可・条件 ◎ 適正に管理している 

備品の管理 ◎ 適正に管理している 

清掃業務 △ 植栽等適切に美化されたい 

環境への配慮 ○  

危
機
管
理
対
策 

緊急事態の対応 ○  

安全への配慮 ○  

個人情報の保護 ○  

施設設備の保守管理 ◎ 主管課と連絡調整をしている 

重要事項の報告・連絡・届出 ◎ 主管課と連絡調整をしている 

保険の加入 ◎ 教室等の実施内容により加入している 

管理物件に対する損害賠償等 ○  

運
営
状
況 

施設利用状況 ○   

自主事業実施状況 ○   

地域との連携 ○   

その他取組み ○  

管理に係る収支状況 ○  

自主事業に係る収支状況 ○   

サービス向上への取組み ○   

ＰＲ等広報活動 ○   

苦情・要望への対応 ○  
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３ 利用者による評価 

 指定管理者が行なった利用者アンケートの結果及び、担当課に寄せられた利用者からの意見・

要望等によるものです。 

利用者アンケートの

結果 

 実施時期 随時 

 調査対象 利用者 

 調査方法 
・目安箱(アンケート回収箱)の設置 

・利用者から直接聞き取り調査  

調
査
結
果 

 

利用者からの意見・ 

要望・苦情等 

・各部屋の窓の開閉が困難で換気等に支障があるので直してほしい。 

・掃除用具の置き場が分かりづらいので、表示等を工夫してほしい。 

・軽運動室の卓球台が老朽化しているので、全体的に直してほしい。 

 

４ 指定管理者による自己評価 

 指定管理者自身による自己評価です。 

2019年度の自己評価 

・利用者数が令和元年度は、10,329人と過去最高となった平成30年

度の10,423人(市直営時の約1.63倍)とほぼ同等数の維持ができた。 

・利用回数は1,269回(市直営時の約1.75倍)と過去最高となった。 

・須坂市・須坂市社会福祉協議会との共催事業として、スポーツを

取り入れた「スポーツ婚活事業」を、22組44名の大勢の参加を得て

盛大に開催できた。 

・開館40周年を迎えた施設も老朽化が進み、今後の管理運営の中で、

20年先を見据えた須坂市の長寿命化設計事業への協力ができた。 

・新型コロナウィルス感染拡大防止についての対策を、適切に行う

ことができた。 

・須坂市勤労青少年ホーム条例の一部改正に伴う施設利用料の改定

に際しては、利用団体等への事前通知、館内掲示を通じて、トラブ

ルなく施行することができた。 

 

５ 市（所管課）による総合評価 

・施設の管理、危機管理は良好 

・勤労青少年の福利向上のため、スポーツも含め幅広い分野の講座を開催している。 

・講座を開催しない昼間は中高年を対象とした自主事業を行い施設利用の向上を図っている。 

・新しい講座の実施やイベントの開催など工夫がみられる。 

 


